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第1回三重県難病相散支援センター運営協誰会を開催!

､l'J･成1 7年1 1月9 H､ -:._qT..yri･Tr叫-'舎において､託1 lr･1三　　七ンクー一巡･..-･;ri,,議会別1 I I,lfT.E･).

･T･_LE.i･菜任病棚.淡文援センタ一道'(;･L･'.'協議会を開催しました｡

この迦'iH:帆.】茄会は.様々な､■Il場のセンター迎'i;ぐ協｡盛会香山　三1年割三コ

(イiJi)の.LIJ,席を得て地域で′1:.iF;する難病船荷･家族の)j々　三t耶mE7那:'鮎

のH'.;;･',''l･'_i削こおける机淡･支援,地域交流iF;･動の促進および

就ヴ;･jt暖などを行う拠!.一､･:として..'llr.".:する難病川.淡支援センタ
ーのFLJtFrLlな迩'.1･7:を検.;,.]することを目的としています.

協..JYi会委LユのIIlから.山際昭9=l会長.北傾ますL'IIJrJ会長を退

llllL､ ErJ際nl,J91会長の進行により誠●riを進めました｡

..品■jHま､ (1)　これU.i-の難病対策について､ (2)三TTL.Ll.i-茄任

病相‖炎支援センタ-の.設EIm=ついて, ( 3) :__･T･_Lril･難病相.淡支

援センター'jL某の経過純;lil (4 )三q･_.LI.i･雄痛HJ体辿綿l鮎遜会

≡:器≡崇:三　㌢1,-誌三.

;;:l･::･, .･!･ ,l

について､ Tjl務IJおよび:_･Ti_LF,1･雄柄【刊体連絡旭日題仝会長から　三石有毒言責;

..脚り!をし､委Llとのぷ兄交換を行いました｡
ll兄交換の中では､センターの利用状il)亡や相.淡内容について

の'ililll'Jがありましたoセンターの利用については､ 41]からの7か日間で1, 200人を

t･_回る利用井があり､それだけbi誰病相談支援センターへのニーズが人きかったようですo

また,州p炎r^J容については､療並′l:.活や各椛サービス､患&会､交流会についての1.TF,Jい

lTわせが多<ありました｡雌純のJJ々の多種多様なニーズにおTJLこえできるよう､さらにこ

刷JHLていただきやすいセンターをH指していきたいとJiT.いますo

枕ヴ;'についても､色々な相HA炎があり､ :.屯労働l,,)やハロ-ワ-クとの辿W.3をとりながら､

情桝iLL!供を進めていくT･定です｡
LLT任病については､情紬が少なく､先任病のことを知らない人が多いという.･tiT:兄がありまし

たo雌納fHl韻支援センターのII-i.幸はをより多<のJJ一々に拙供し,紫任病についての理鵬を深め､

地域でのネットワークが進められるようif,･動していきたいとJLT.います｡

ju営協議会では､このように'il帆係機関の

様々な111-.場でのご意見をいただくことができ､

皆様と　一緒にセンターの機能の充')三をl判って

いきたいと思います｡会,,剃こかかわらず､主もづ

かれたときにご･fd一見､ご助[了をいただければと

思いますので､よろしくおgl,(卓LlLますo
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東紀州地域難病相談会開催
-はじめの一歩は､東紀州地域一

地域に出向いて,難病患者･豪族の方の様々な相談に応えられるよう,センターの活動が始まり

ました｡

1 1月27日(日)13 : 30-1 5 : 00三重県尾鴬庁舎5階大会議室において､相談会が開催さ

れました｡患者･家族の方の立場にたってあるいは.仲間として耳を傾け.来ていただいた患者さ

んが少しでも希望や今後の生活に前向きに対処できる力や手ごたえを胸にお帰りいただくことがで

きればと思い相談会に臨みました｡

｣　二二二二･一F

三霊媒tdE楕杜辞　儀康づくり主

査轟　音Ilt一夫繍J=LJこあいまつ

をいただをさした｡

各参加ED捧Ifン'? L yト

各EEl体工夫を凝らしたパンフレットです!

各団体案内や,入会の申し込み案内も

掲載されています｡

8つのブースに分かれ､和やかに

相談会が行われました｡

【参加団体】

･腰原病友の会三並県支部(謬原病)

･みえalsの会(筋萎縮性側索硬化症)

･日本リウマチ友の会三重支部(リウマチ)

･ scD三並の会(脊髄小脳変性症)

･三塁心臓を守る会(小児心臓病)

･三重もやの会(もやもや病)

･つぼみの会三重(1型糖尿病)

･難病相談支援センターより難病相談支援貝

(難病生活相談)



こ来場くだ士った方々J=Ll事<のご相接をいただを手した｡

*一人ずつ先生が患者の皆様ところに移動して､病状や薬の副作用や病気の進行状態などの不安に

ついて丁寧にお答えいただきました｡

*足が柿く冷たくて神経の病気かと心配で参加された方より相談がありました｡その場で診察をし

ていただき､血行障害によるものとの診断結果となりました｡　近くの医者で診察をしていただ

くこととなり,ほっとされたようです｡

*両手首が痛くなって仕事をやめ,薬を飲んで少し楽になったけれど､心配で参加したという方よ

りご相談をいただきました｡ ｢この薬は効いてくるのに少し時間のかかる薬です｡でも効いてきて

いるからこのまましばらく続けて飲んでいった方がいいです｡｣との先生の診断で安心してお帰り

になりました｡

*地元の病院にかかっているが,小児循環群の専門医がいなくなるので困る｡J ｢津に通うとなると

遠くなり大変だ｡緊急の場合はどうしたら- ｣ ｢自立支援法が通って施設利用費や医療費負担が

心配｡｣ ｢高校卒業後が心配｡｣など､医療､就労の問題が相談の内容でした｡保健師からも助言が

ありました｡

*この地域では､情報を取り入れることが.なかなか難しいところがあることがよくわかりました｡

熊野方面になると県を越えて和歌山県の病院へかかる方も相談者のお話にありました｡県境であ

ることと南北に距離がある三重県では県内の病院というこだわりなく.県外でもより便利な地域

の病院へ行く状況を知りました｡難病患者の皆様がよりよい治療に結びつけられることを願って

おります｡

【相談会で耕師をしていただいた先生方･各団体相談員を紹介します】

山田赤十字病院伊原病内科部長　　梅田真理先生

笹川内科胃腸科クリニック院長　　山中賢治先生

西村整形外科院長　　西村浄書先生

紀南病院神経内科医長　　布留川和先生

難病医療専門員　　中井三智子先生

三並心臓を守る会会長　　北棟ます様(相談員)

三重もやの会会長　　西川和子様(相訳貞)

つぼみの全三重会長(1卑!糖尿病保薄着会)　EEl中治正様(相談日)

1 6名の参加があり.それぞれが､実のある何かを持ち帰られたことと思います｡

そして,ご協力いただいた先生方､保健所保健師さん､相談員さん本当にありがとうござ

いました｡

-　つ　-

J



三重pBCの会投立絵会及び訴涙金が開催されました｡
辛 P B L' (llI!16･r'川l汁rI-:肝硬'4:)

llElEf ､1;-fJに1 7iE'-10112H (El)

Jま,lJ･jf lFtJLJAhG耶　入会..克'il.

【‖'1､▲/_総会　13: 30-14: 00】

1'l日は)三脚こも止まれ､ 6 r.の来IiifとktrnI(.】の5上tlI.. I'lJ-.1望yL.′l.のこ臨〃'FLさらにF,e'LLiをいただき.

総会はスム-ズにjiiE,i:ほれ､多欲のf引‖Jを守r]でl火し､スタートを切ることができましたo

【日.枯淡会　1-1:00-15:30】

:_ LTr_人一'Jl‥L'J三･'Y=L.';r;iiLj化諾E3 ･肝鵬l勺科放校u ､■/_ I;･:-1空光′L:_をお迎えし.

｢pBCの‖卯軒とif7軸について｣と出してカラーの門1':トをいた

だき.スク1)-ンを過してこ｡[-lHihLをいただきました.

Flli=正･ J心行では多数のrll.",)に｢判ここ脱F"ルてくださったうえ､

Irlu)-rの･.1/lTFJl'J三リストのiLi桝もあり､全日･回､またこ来JL,J5<ださっ

たjJ'々のtLTiJ足な様(･が(.･Jえましたo

【ち加井のJlr】

pBCの会.,J<L､Ll.によって､朽様とのHriの11,1をi!fてるようになり心臓く.lil.っていますo l叫も

分からなし碗Y,を;I(けちれて放17-:～卜放隼経ってしまいましたが､ ･人　一人それぞれ進fJか追

い､こV)うF亡とうなるのか､どの病r完におIIJ二..FT,になるのがいいのか十二安でいっぱいでした,しか

し､ I,t′l-_))の..抵抗とjliLlH､巧によりそのイこ安も多少.朋1るようにIil.いますo

このPBCの会の他にもたくさんの菜性病の会があることをセンタ-ニュースでIAllr)ました｡

(.,)じ41'･1-'xLのJJと八にこの病'丸のことを多く知ってもらい､ IrJlる<この病ltと=きf‡っていける

肘ムめていきたく.Fil.いますoそして, -刻もり<lj;..A刑1_というr'11l')がとれるよう年]]効旗の糊椎

を待ち望んでいる私たちです｡

みえPB(:の仝ilより

｢医療相談会｣を開催します!

日時　平成18年1月15日(目) 13:00-15:30

場所　アスト津3階　みえ県民交流センター

内容　｢医療相談会｣ (先生を囲んでの懇談会形式)

医師　三重大学医学部消化器･肝臓内科助教授

垣内　雅彦　先生

みなさんのお越しをお待ちしています｡
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.+細靭帯骨雌､多発性硬化症の息看･家族会立ち上げ判和音㌔

初めての交流会が行われました!

☆　後　縦　靭　帯　骨　化　~症　交　流　会　☆

=rTlf lT'l)に1 7i7 1 1日1 :i rl　日日　1 3　.'H1-1 Lう･ O O

lりIz)-r ,mlFz･JHI..JJ三女iJ=センfJ-

ぢノ]rl朽　tLl.パ･ `衷JJJk l Oキ'】､ LI.'1.XrAlgL,rl別il'L'lE 1才'】､センター棚LTL:3 Jf.

L'1..HTI)i/)lJ,､ ｢lE■i椎牲縦F_lJ･.-;川化山で肘帥jです,できるたけIl)･L I Tf,lLfをJj捌lLJ-しま-IJ　ニJ)~三三て.'~tl了七､

r帖h'▲(ノ)'1_1,T.(ニなるかそ, Lれ壬せんINEい､T附です　T-一附,Ji-Lて幸, Lひ,モー.'1校ろこTL･か,i,,,3　　TL-‥い

れ. lt,I,-),,tfLtんだかわからザ畑のIllLi上●L-つrLl､病名をメモして責,I)い川り去Lた

そU)招､ TLllfl'ltll斤でjjLnT.をl川き､他IJ.l､のTlT･.打会や('1.'祉所U)F'Ji織目Ll''H7jl'j'こ.叫.,tTj公に怒ノ]rl L色々/lLlこと,l= lJ.Il

り　去Lた　T.(lllfを､ t･こL/)1ri]ri'Gにするかについてi)､ここで1F】たれ識が懲Y,-にT亡り竜Lた･Lirll':I).rt;tEfT

十7.)J),'i･別しいとけrTIL､ており､これ/JJlr,納'XiとkくIIJき介っていかれはtLLり去せ/I,

:tr川1∴二'T, ｢liI.A_:三があったらいいな-｣と.lLl.っていたところ　一_'T･I,r.1:ILrf帥】仙淡iljI=セン′ノー/),..ユ､`′∴

こし7,-LTンl/-lL/) T-FrL!に土V) 'lJIif亡父かrT,HIrllされました.初めてU)'交流l'さでしたいて､ ELILlギJH｢をし､ ′トヒ

て,})lJL･;'八一ノ)縄過や.[山､. ･ト[-l'Jみやィ､′女を.ILL. L什いましたL　愛知I).ll･あおそらl'こ(Tll朽J/ミ) V)J':ユくかし､,､ √'-土加

Lr,I.てJ)Lt,T;-411)や川‖/Fさ､作陳.淡を日.73していたたき去Lたし,去た､川臆された1キさんか1~,.'1. I,(.1rl､](7)Tr,JI;I-Lljりj

川1 L 'J･lL-かflrf】日､ IJJli/川こIu,i)､上(/I)かりぢJjn Lてしかった±一【ぶってい~E十　次回L/)･JiC-げにl': lr,-LJン　ー7-て

巧えていただいている上J)ですuJて､たくさ/L,a)Jjが/rij;-J州され､ /丈椛できれはと!Ll､-)てい三1-

㌧肘1州Il.淡上fJ:センL/-から())お知らせ>

;):E叫, 7klIkJ'さけ芙帥]机淡よIJ=セン1/一にて3日26日(Fl) 1こう　:与O･--1 5　0Uを[･''iIl/=い三十

☆　多　発　性　硬　化　症　交　流　会　☆

llHLJ　事′l'k1 711 I 1日1 5日(火) 1 :う　:3O-1 5　()()

lih･Ff LlrfJ州ル3きよfjかL･ンJJ-

ちJJIHY ILlr H ･ J去7汚.:う㌢】､ Lr.lt･附加Ii､11F il l /(.､ ,XfL'4Jl･JLIF:.鳩'r/FlrHl1 1 Jl'.､ -L'ン//-臓L■L :日/】

1 1日1 .-1日に:_rrILL.川と=･fTにてIi:J流l'さを11日In'しました.[侶(rHTu)自己nli介やこれ王てt/)経､i'Il./lL･_L･/･

iJt日.T.､また/HHr来られなかった朽tkからJ)メ,Jセ-ンをh'i介させていただき主したI糾仁｢や/ltf71'))絹H当

へL))ELEH".L　=).l･.'/I_I,†やfHl'L7)ことなと､他のノjかどL7)よJ)にLて7fえる,))かFlfTh､て7+たい･ ･ .ヒいL,

a)か1キさ/L,J)!山､tLLのてはないてL Lうか　そんtLl.lLl.し､を)i:,,にしていくために､ /｢絶てき,,i,'-fそ11号か

V,lul城てj交流し/)li,lや､ ′llWl】が′､-ナーY′して,･11比交換できるJtJ)示板u)上') /亡羊ノLJ)をnつてfJき/J=_いと.LLlL ､

三十.FLIP,1i　/､ひとり(/))!･/'J､,kITlE(/)liiを1′lTてる半,rlrtになり壬十　代さん())Jl一をせひJIlHTてこたきい

侶l.Ji■JされたJjからIjJメ　ノ-L･-シです『弘幸,即Z)lJ LたrlJJtil■1-っfl.I;なお化けIJl立秋lI八つ,f-_llLhllf1-'Li.～ L　三

したが､ Fl'･)をLllJりr').]かい行いI Tく付き.'ト-) ))'法かfq'1)ってきたFTJj､お化けfl主快に明かりか/ついた'.M､し

三した　お化けll三敷けL'もつ暗だから仙いんでrlLi,んれ　rTJJかりかあれ.113=j化け/JJl.Fllrrき-=11ていて子′叶L､

てきる/'しかし､呪/1三にi,_つてモす,,rq

症1J､,'JL.Ll',て.I.'‡ナ,I_^んたり. Gl望をiLtくLかけたり･ . ･て幸,一人じやわいことを知って一hfL1-1卜二十['卜′

ていき三L LJ)

難病相談員研修会･難病相談支援センター運営会離嵐景
1 1 1] '2 5 Fl､竹病川.次女iJ=センターにて糾fT作手FI.淡tllLl)EILllAu) i_t亡机.たlノ､ILffとそ.j)抑L:に/)いてhJr

lLIz:をしてい三十　みなさん上`!制ですI



三重県難病相故支援センターr活動交流量｣では

こんなことをしています｡

【三重心臓を守る会の活動】
～乍ての心臓iila.LIJ#U)やせのために～

･交流会･ ･ ･ ･おしゃへりの中にも, J'･育て.'';･':校とのF史】わり)).･

h!弟のこと･机'XLのこと･病院のことなど;l'JJiuが

溢れていますo

･研修会. ･ ･ .今回は､ LT性病机,炎jL暖センターにてAED

(日動体外式除鮒動岩,'壬)のり三社hit'七習を′火

砲しました｡様々な性J係HのJJ-をお招きし

.lF.f拭会をFjH<など勉鹿会を行っています.

求めるものに対し,センタ-会Llや　▲股

のjjにも参加していただき､心臓病,tril,リ上月

とその'浅く族のt;,せをl拭っていますo

-ll 1一

･仝紹沌fi･ ･ . .日航昔ミ会や交流会に参)1日できない)jとJ)弊害がりも人切にしたいのでtlj_1日lFJ

城をブ己1日していますo

｢ J′-どもの心臓に病'礼がある｣とti'われ).惑う保U/iM･には､会としてできるr;hlりil蛙を

したいと一LLT.っていますが.会の/)･･ll.:JOY.7;動が周'J;1Iできていませんo　身jiiに心隅机l,'Llかおら

れましたらJ.巾心臓を'､1ころ会やiT附l柵1.淡支揺センタ-をJIJT.ねていただけたらと!山1ますo

【膨原病友の会三重県支部の括動】

脚l;!'1;･1-友の会:･TILE.1,女溺U)会純｢かけ肺｣を作l'L:しています!以rJTiはl･111,rlJJまでfJき､

村応1R. rnl州と　_日かかつていましたが. kYfE病flT.,東女援センターができてからは　-Hででき

るようになり､とても†･郎Ilになりましたo　みなさんのかけfl引こなりますね!

∴...,, : ,･∴
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各団体事業報告!

パーキンソンみえのご案内

パーキンノンみえは, ｢今川パーキンソン病友の会
:_巾Ll.t文溺｣の略称ですD今iTJ-9日に発足した新しい

会ですo　この会はパーキンソン病jJl#とその'家族が
･i:流会やm;LL? ･占抵抗会などを通じて会ilNl1.の和を

JLHて､希甲子とリラ'丸をもって′I:きようとする火助の会

ですo

パーキンソン病Lil.井は一二TrtLl.1に約1. 5 0 0人い

るようですが.し＼ま会Lユは1 20人です｡創､'rして

問もないので､これから朽さんの希甥や要望をお放

きして､それらをL月現できるような析PJJをしたいと

は)()ています｡

来てIJ)411S日に川で総会をFmきます｡伴さんの
′l_の.出城やIILrを､その会場でuHかせてrEiきたいので

どうぞご発.A;をお願いいたします.

<入会申し込み･おrr.】い(†わせ光>

lu<パ　rI,∫(†　武雄

住所　　〒5 10-0226

宗旨此IFilJII一周mr1 2 7 519

TE L ･ FAX　0593-8-1-1 5 1 3

il仝作　3. 60OlrJ.入会命　1. 000日

これまでUjY.i;動は.乍川友の会の会純と女.t邪の会紬

を郵送したり､家族交流会を支援したりしています.

S CD三毛の会(脊髄小脳変性症)

｢ 1リットルのi成｣でご/J･･知のTf髄′ト胴変性才J'L:の

会を･T･Lr.土でも､rl_ちll.げました. a/i･:.　_TtlI.1.で約

3 0 0人のJi!.Rがいますo　これから私たち恕&は病
/xLをどのように々えてi-iらしていったちょいのか､

同じILl.H- ･ LiE族が1Rい.病'^やリハビリ､嫉並′L活

について.,I?り､ /Lいに支え(†っていきたいとr3'えて

いますo

1 lJJ17日は､リハビリも油ね､汀米紙はF:の

l=イり1二(-'jtF卜をおNほして, Ill# ･ '家族の交流会を

(朋催しました｡みんなで拭央した卜-ンチャイムの

.I.I(かきれいに1T,;f･き､

柏された1日でしたo

<入会小し込み･

おr.".]い(;わせ'Jt>

辻村l;JJ.'l:

松阪IIJTJlHIJmJL3 0 6 - 7

TE L　0598-23-I 749

つぼみの会三重

( 1型糖尿病保頚者会)

<､1'･成1 7 1L･liE隼IHJfJHl>

5日　　総会･t,持続会

8JJ　　サマーキャンプ(愛机　岐l'TL　-_那)

1 1日　｡Illtl杭会

現lL三災'.ifrl!r､とくに大地),上のときに､インス

リンの61仁保をとうするかというILL.ll出を､ t1,㌔や､

11本I DDM ( 1 Jf,柵的ilF'ri.Lriltli1 1 'ii'放会U)1-1り

刺L織) ∧弓他のNPO法人とマニュアルつ<りを

Tけ旨しています｡

まだまだ1 Jtrlと2 Jrl'iのちかいをIl Lく把ill!

していない人たちへのIE.1発が必lll･ですo

l.航i互会などには､一人でも多くの人たちがを

)JlはれることをilJJ待しています｡

<おFnJいlTわせ'Jt>

代ik井　目小ifHT-.

lhJTr　　〒5 1 2-09 I 2

rJL)‖rlJ-市水ill町3 6 5 3

TEL ･ FAX 0593-2　9-3 1 33

三重もやの会

1 2 H 4日にr･;･-Ji)iL,i-:TITミリ.t Lu,.JJ附ILMl'.1.裾一';ri (()I

勢保†lJlllJf)にて交流会をり;｣きました0 .I/京族9

人と保llJ!帥の申EJLiさんで1 0 /､におLhまりい

ただきましたoあいにく拍たい雨も締りました

が,もやもや病のILllポとしては比･I･il'1'.)リスクV)

少ないJj々におJhまりいただきましたo

そして.朽さん八通のIll,J越はもやもや純にな

って七だ11がほ<､病/AのFJl容がつかめず､ 1､

安を抱えているということでしたG　もやもや病

はどんな病'xLでどんなffH,tiを',P ′lH.T.は?巾弓多

<のJ{1rlf,]がありました｡ ''し!ITlの,･'i'･.月や`j('族のほ

しJJは､ピアカウンセリングそのものでしたo

セ1Jンドオピニオンの祉トかりJJ-や､ T朴丁のJi/‡.'丁

の麻酔Fkiの存/liのrTt_LA:さ.また三.t椎やバラン71

の良い食′F:.揃の人L))さを..n明しました｡来られ

た.ELl.月･ '家族はjIull･:拡トかっている机院のfk rを

.講され.みんなで】l'jJfu交雌をしましたo

LE主役に､申仲保雌帥は,･rilH- ･ '衣紋に何が･T･_'ll

かを確かめ,申..lli手紙きゃ.Lri川の′l-7.T;-にJlfする

アドバイスをいただき.会を終えましたo

ご参加の皆様ありがとうこざいましたC
-_ET.もやの会会k ErLIJllfH J'



I FI ･2月･3F)のセンター事業予定

催　促Id!世　k l夫1月　EE　金

と空平成78g:7月228(J3)73時30分～74時00分
*　受付は､ 13時から行います

ところ三工棚庁舎側室
松阪市高町1 38
TEL　0598-50-0531

FAX 0598-50-0621

制ム担当缶が医ellでない洩合は医■招!Bで(3ありませんのでこ了承ください｡

梅ni暮A.t書JZIff謝金仲立t,i.モ=-　( 1 4　30-1 5 - 00)

Tであい.つ等伊IJ.わくわくLJlllエーシZ)ンI J (1 5　00-1 6. 00)

t一陣梅串4B久　氏
(全日申しJllIエーシすンIl-J?一重斗三上金脈局)

手h升　Jf何

北　曲　地Jd Jl　貞IB i壬　金

t e平成78年ZFI2b8(E)) 73時30分～75時00分
*　受付は､ 1 3時力､ら行います

ところdgE)市社会保紺院内脚センター
4FB事白的ホール
四日市市羽津山町1 0-8
TEL　0593-31-2000

FAX 0593-31-0354

鵬　　(13　30-15　00)

E∃UELl Lj豆】

新しい患者･家族会情報

後縦軍刃帯骨化症交流会

日時　平成18年3月26日(日)
13: 30-15:00

場所　三重県難病相談支援センター
内容　患者･家族交流会

さなぎまな情報交換の場としてみなさまの
ご参加をお待ちしています｡なお､当日こ
出席が難しい万は､会へのメッセージなど
をいただければ幸いに存じます｡連絡､お
問い合わせは難病相談支援センタ-まで｡

神経線維腫症の患者･家族会を
立ち上げ準備中です｡

一人で悩まないで､いろいろな疑問

を少しでも解決していけるように､
情報交換や､情報提供する場を作り
たいと患いますo

--Y-

",～/
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I月･2月･3月の各B)体事業予定

日 倬��EZ)ft名 犯ﾂ�円琴 

1月15日(Ej) �� �� 

1月15日(日) ��みえPBCの芸 �4�5�6sX蘒4��ｲ�蓼唏ﾊyj��zﾈ5ｨ985��ｲ�医標相互発会 

1月26日(派) ���｣3�簫� ��交流会 

1月29日(日) ��三重県V友芸 ��新年会 

2月23日(木) ��三王県甘友芸 �� 

2月25日(土) �� 仭9n靠ｸﾊy�Xﾟｸ�2�(蟹&ﾘﾉ(ﾔ�7h8�5Z2� 

2月26日(日) �� ��ﾈ�ﾂ�′′ 

3月19日(日) 免ﾃ｣��ﾒ� 傴ﾈﾞ8�2�交流会 

3月23日(木) ��三重県Y友会 �� 

4月8日(土) 冕).�� ��設立総会 
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